
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆計画推進体制の構築 

住民、事業者、行政の協働体制づくり 

住民、事業者、行政が各々の役割分担と協働によって、これからのまちづくりを推進します。 

行政内の横断的な協力体制づくり 

関係各課の横断的協力体制づくりを推進し、計画の実現に向けた取り組みを図ります。 

関係機関との協調体制づくり 

施策の支援制度の動向などについて国や北海道等の関係機関との調整・協議を重ねる必要があり、社会情

勢の変化に対応できるよう関係機関との協調体制づくりを図るとともに、周辺関係市町村や民間関係団体

なども含めた幅広い協調体制づくりを推進します。 

◆重点プロジェクト推進体制の構築 

行政内の横断的な協力体制づくりに加え、庁内プロジェクト会議をはじめとした事業マネジメント体制

を構築し、事業の進行管理、各種協議調整など事業の確実な実施を図ります。 

さらにまちの駅や本町通の整備にあたっては、地域と一体となったマネジメント体制の構築を図ります。 

 

 

 

長万部都市計画マスタープラン

は、本町の20年後の姿を想定し、

長期的・総合的な都市づくりの方

針を示すものです。 

 

本計画は、長万部都市計画区域

を対象として、新幹線の開業から

開業後のまちの変化を見据え、令和

3(2021)年度から概ね20年後の

令和22(2040)年度までを目標年

次として設定します。 

計画の進捗状況や社会情勢の変

化等を考慮した現実的な計画とす

るための計画の見直し時期は、北海

道新幹線の札幌延伸がおおむね中

間年の令和12（2030）年度と予

定されていることから、令和12

（2030）年度前後とします。 

 

 

 

まちづくりの現状と問題点、上位計画関連計画の方向性からまちづくりの課題を整理し、これらを踏まえ、

まちづくりの方向性として図に示す３点を設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長万部都市計画マスタープラン

関連計画 ・第２期長万部町創生総合戦略

・新幹線を核としたまちづくり実行計画

・新幹線駅周辺整備計画

・長万部まちづくりアクションプラン

・長万部町公共施設等総合管理計画

・長万部町公共施設等ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ計画

・長万部町住生活基本計画

・長万部町公営住宅等長寿命化計画

・長万部町地域防災計画

・長万部町国土強靭化計画

上位計画・関連計画について

第４次長万部町まちづくり総合計画
（北海道）長万部都市計画 都市計画

区域の整備、開発及び保全の方針

長万部町立地適正化計画

20年後の

姿を想定
計画の策定

北海道新幹線

新函館北斗～札幌間開業

（令和12(2030)年度末）

・都市課題に対応したまちづくり

・新幹線開業に向けたまちづくり
・新幹線開業効果を活かすまちづくり

前半10年間 後半10年間

戦略的まちづくり方針 

◆長万部駅周辺における重点的な都市整備の推進 

・東口駅前広場(海側)は、本町通の拡幅整備と一体的な街路事業整備を推進するともに土地区画整理事業の導入

を検討 

・広域的な観光交流拠点となる「まちの駅」を整備 

・西口駅前広場(山側)と中山大通間のアクセス向上のため、道路整備等を含め土地区画整理事業の導入を検討 

・駅の東西を結ぶ自由通路を整備、これまで分断されてきた東西市街地間の移動の利便性を高め、駅周辺の一体

的な開発、整備を推進 

◆中心市街地における駅を中心とした回遊動線の形成 

・駅を中心とした回遊動線の形成を図り、新幹線利用客の長万部町への立ち寄りや滞在時間の増加による地域の

活性化を図る 

◆新幹線開業効果を活かす地域マネジメント体制の構築 

・まちの駅の運営や空き地、空き店舗対策などに対する地域マネジメント体制の構築 

・新規に参入しやすい仕組みづくり 

計画の推進方針 

都市計画マスタープランの策定目的等 

まちづくりの方向性 

長万部都市計画マスタープラン 概要版（令和3年(2021年)３月） 
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津波及び洪水浸水区域

など災害危険区域にお

ける防災安全性の強化

北海道新幹線長万部駅

を中心とした市街地・

本町通沿道の活性化

公共施設等の再編・統

合を契機とした市街地

の再整備

長万部駅東西自由通路

整備を契機とした駅西

側市街地の整備

長万部温泉地区の魅力

の向上による地域経済

の活性化

現況・問題点

・人口の減少、高齢化の進行、建物の老朽化の進行、未利用

宅地の点在など、このまま放置すると空き家や空き店舗の

増加など、市街地の荒廃へと繋がる懸念

・市街地は鉄道により東西に分断、線路を横断する道路は限

定的、鉄道東側の大半は津波や洪水時には浸水想定区域

・ホタテを中心とする漁業、食料品製造業は伸びているが、

商業は事業所・商品販売額とも減少傾向、地価も下落を続

け、経済活動が停滞

・厳しい町財政運営の中で、選択と集中によるメリハリをつ

けた市街地の再生が必要

上位計画・関連計画等の方向性

・市街地の拡大を抑制し、都市機能がコンパクトに集積した

都市構造、低炭素型都市構造へ転換

・北海道新幹線長万部駅を中心とした土地利用の推進

・札幌延伸を見据え、新幹線を核としたまちづくりの推進

・駅東西自由通路、駅東西駅前広場、長万部ＩＣ等広域から

の駅へのアクセス道路、本町通拡幅・中心市街地活性化等

の位置づけを検討

・公共施設の統廃合、施設の集約化・複合化の推進等保有量

の適正化、維持管理コスト縮減、施設の長寿命化

・未利用地の有効活用など良好な住宅地の形成

まちづくりの課題 まちづくりの方向性

地域の活力を高

めるまちづくり

の推進

災害に強く持続

可能なまちづく

りの推進

まちの魅力・回

遊性を高めるま

ちづくりの推進



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公園・緑地 

◆緑豊かで魅力ある都市環境の形成 

・点在する公園・緑地を結ぶ緑のネットワークを構築、自然

環境と調和した都市環境の形成 

・豊かな緑と内浦湾沿岸のパノラマを活かした長万部らしい

魅力ある都市景観の形成 

◆計画的な公園・緑地の整備 

・長万部公園、とみのの森、あやめ公園及びふれあい公園の

機能の向上と維持保全 

・北海道新幹線関連整備に伴い、都市全体における公園・緑

地の配置を検討 

・誘致距離圏を考慮した公園・緑地の整備を推進 

◆内浦湾の海岸線を楽しむ空間形成の推進 

・駅前通と国道５号の交点付近を海の交流拠点と位置付け、

内浦湾の海岸線を楽しめる空間形成を推進 

◆パートナーシップによる維持管理体制の構築 

・住民・事業者と行政のパートナーシップに基づく維持管理

体制づくり 

都市施設 

◆安定した供給処理施設の整備促進及び維持管理 

○上水道：水質の保全と水量の確保、水道供給施設の計画的

な整備改善を推進 

○ガス：ガスの安定供給に向けた供給施設の整備改善を図り

つつ、ガス事業運営の今後の方向性についての検討 

○下水道：市街地内とその周辺地域は公共下水道、市街地以

外の地区は個別排水処理施設として、地域特性に応じた汚

水処理対策を推進 

 公共下水道における雨水管の計画的な整備を推進 

○ごみ：ごみの減量化・再資源化の推進 

 近隣市町村と連携した広域的なごみ処理体制の充実 

◆公共公益施設の計画的な整備・再編 

・長万部町公共施設等総合管理計画に基づき、計画的な整備・

再編を推進 

・更新や統廃合が検討される公共公益施設については、長万

部駅西口周辺地域への再配置の可能性について検討 

・将来的な防災移転候補地として戦略的土地利用ゾーンを検

討 

防災等 

◆災害被害軽減に向けた対策の推進 

・地震・水害・火災等の災害から住民の生命・財産を守り、

安全で安心して都市生活が営めるよう、防災対策を推進 

・公共公益施設については、災害危険区域ではない地域への

立地誘導など、長期的視点による土地利用の誘導 

・災害時における迅速な避難・救助活動に対応するとともに、

防火帯としての役割も果たす主要避難路の整備を推進 

◆災害危険区域における治山・治水整備の推進 

・高波・高潮・津波等警戒区域、地すべり・がけ崩れ等危険

区域、市街地における低地帯の浸水予想区域などの災害危

険区域における治山・治水整備を推進 

◆避難施設の整備の推進 

・避難場所・避難施設の整備充実、一時的な避難場所となり

防火帯としての役割を果たす公園・緑地の計画的な整備を

推進 

・駅周辺の都市施設整備にあたっては、防災機能もあわせ持

つ整備を推進 

土地利用 

◆持続可能な適正規模の市街地の形成 

・市街地区域は現状のまま拡大せず、持続可能な適正規模の市街地の形

成を図る 

・既存の土地利用状況をベースに、住・商・工を適正に配置 

◆新幹線開業・都市防災を見据えた計画的な土地利用の誘導 

・東口周辺地域(海側)を長万部町の顔として商業機能を誘導 

・西口周辺地域(山側)は複合機能を有する住宅地として位置付け、長期的

な視点で西口周辺地域(山側)への公共公益施設の誘導について検討、住

宅地についても鉄道西側市街地を中心とした土地利用誘導を図る 

◆防災及び移住定住に向けた戦略的土地利用ゾーン 

・大規模町有地（旧苗畑跡地）について、中低層住宅や学校施設の将来的

な防災移転候補地として検討 

・北海道新幹線開業後の移住定住戦略として、優良田園住宅等をはじめ

とする住宅施策の導入を図る候補地の一つとして検討 

道路・交通 

◆総合的な交通ネットワークの整備 

・北海道新幹線開業を見据えて重要となる区間について、段階的な整備

を推進 

→駅東口(海側)から国道５号までの本町通 

→駅西口(山側)から中山大通を結ぶ新たなアクセス道路、アクセス道路か

ら国道５号までの区間の中山大通 

◆交通結節機能及び２次交通の充実 

・駅の東西に駅前広場を整備 

→東口(海側)はバス交通の拠点、西口(山側)は自家用車対応を中心 

・駅の東西を結ぶ自由通路を設置 

◆中心市街地におけるバリアフリー化の推進 

・バリアフリーマスタープランを策定 

・事業計画であるバリアフリー基本構想を段階的に策定 

・市街地整備と連携を図りながら、誰もが円滑に移動できるまちづくり

を推進 

分野別都市づくりの基本方針 まちづくりの方向性 

将来都市構造 

(1)持続可能な適正規模の市街地の形成

(2)新幹線開業・都市防災を見据えた計画的な土地利用の誘導

(3)防災及び移住定住に向けた戦略的土地利用ゾーンの検討

(1)総合的な交通ネットワークの整備

(2)交通結節機能及び２次交通の充実

(3)中心市街地におけるバリアフリー化の推進

(1)緑豊かで魅力ある都市環境の形成

(2)計画的な公園・緑地の整備

(3)内浦湾の海岸線を楽しむ空間形成の推進

(4)パートナーシップによる維持管理体制の構築

(1)安定した供給処理施設の整備促進及び維持管理

(2)公共公益施設の計画的な整備・再編

(1)災害被害軽減に向けた対策の推進

(2)災害危険区域における治山・治水整備の促進

(3)避難施設の整備推進

(1)長万部駅周辺における重点的な都市整備の推進

(2)中心市街地における駅を中心とした回遊動線の形成

(3)新幹線開業効果を活かす地域マネジメント体制の構築

公園・緑地

都市施設

防災等

戦略的まち

づくり方針

土地利用

道路・交通

都市構造を規定する広域的な交通骨格軸 北海道縦貫自動車道、国道5号、国道37号

広域的な骨格軸を補完する市街地骨格軸 本町通、中山大通、中央通

今後20年間を見据えた重点市街地拠点 北海道新幹線開業前、開業後のまちづくりを推進する拠点

戦略的土地利用ゾーン 中低層住宅や学校施設の将来的な防災移転候補地及び北海道新幹線開業後
の移住定住戦略のための活用候補地
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